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本
会
の
中
期
行
動
計
画
（
平
成
17
年
度
〜
21
年
度
）
で
あ
る

「
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
宗
像
市
の
地
域

福
祉
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
、
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

そ
の
初
年
度
と
な
る
平
成
17
年
度
の
重
点
目
標
と
お
も
な
実
施

事
業
計
画
、
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

１
　
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

に
も
と
づ
く
事
業
の
実
施

２
　
大
島
地
区
に
お
け
る
地
域
福

祉
活
動
の
充
実

３
　
小
地
域
福
祉
会
活
動
の
推
進

４
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
充
実

５
　
介
護
保
険
事
業
、
支
援
費
事

業
等
の
効
率
的
な
経
営

６
　
受
託
事
業
の
適
切
な
運
営

【
お
も
な
事
業
実
施
計
画
】

（
新
）
は
新
規
事
業
で
す
。

１
　
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

に
も
と
づ
く
事
業
の
実
施

２
　
福
祉
の
里
づ
く
り
事
業
の
推

進
と
小
地
域
福
祉
会
の
組
織

と
活
動
の
充
実

・（
新
）地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
の
実
施

・
大
島
地
区
福
祉
会
活
動
の
推

進
・
地
区
福
祉
会
の
組
織
再
編

成
・
整
備
の
促
進

３
　
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推

進
・
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
実
施

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

な
ど

・（
新
）子
育
て
・
子
育
ち
支
援

事
業
の
支
援
強
化
な
ど

４
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
活
動
の
充
実

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
事
業
の

促
進
及
び
Ｖ
│
ｎ
ｅ
ｔ
の
効

果
的
運
用

５
　
福
祉
教
育
の
推
進

・（
新
）福
祉
教
育
推
進
計
画
の

策
定

・（
新
）福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

・
福
祉
教
育
推
進
指
定
校
事
業

な
ど

６
　
活
動
財
源
の
確
保

・
社
協
会
員
制
度
の
推
進

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
の
実
施
な
ど

７
　
受
託
事
業
の
適
切
な
運
営
と

充
実

・
こ
ど
も
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
の
ぞ
み
園
」
事
業
の
充
実

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
宗
寿

園
」
運
営
の
充
実

・
保
健
福
祉
会
館
「
ゆ
う
ゆ
う

ぷ
ら
ざ
」
運
営
の
充
実

・
大
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ

愛
セ
ン
タ
ー
」
運
営
の
充
実

・
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
な
ど

８
　
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営

・
認
定
調
査
事
業
の
効
率
的
実

施
・
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成

９
　
訪
問
介
護
事
業
の
運
営

・
自
立
支
援
の
た
め
の
訪
問
介

護
事
業
の
実
施

・
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
会

の
開
催

介護保険収入�
154,825

人件費支出�
268,734

事務費支出�
49,864

事業費支出�
19,755

積立預金積立支出�
10,036

繰越金 10,209

予備費 6,980

共同募金配分金事業費�
11,791

助成金支出 7,370
その他の支出 8,455

固定資産取得支出及び繰入支出 10,094
負担金支出 445

会計単位間繰入金支出 250

経理区分間�
繰入金支出�
27,486

受託金収入�
100,239

経常経費�
補助金収入�
83,151

経理区分間�
繰入金収入�
27,486

前期末支払資金残高�
24,988

共同募金配分金収入�
11,791

寄附金収入 8,630

事業収入 5,454

受取利息配当金収入 2,935 会費収入 2,010

雑収入 184

積立金取崩収入 9,776

単位：千円�

単位：千円�

収 入�
431,469
（千円）�

支 出�
431,469
（千円）�

市
民
市
民
と
と
も
に
創
造
創
造
す
る�

　 

福
祉
福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン（
１
）�

市
民
市
民
と
と
も
に
創
造
創
造
す
る�

　 

福
祉
福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン（
１
）�

市
民
と
と
も
に
創
造
す
る�

　 

福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン（
１
）�

〜
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
〜�

社
会
福
祉
協
議
会
の

基
本
的
な
活
動
方
針

第
２
次
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計

画
（
平
成
８
年
１
月
策
定
、
以
下

「
第
１
次
計
画
」）
策
定
以
後
の
地

域
福
祉
を
め
ぐ
る
国
や
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
、
お
よ
び
宗
像
市
の

動
向
、
ま
た
第
１
次
計
画
の
進
捗

状
況
を
綿
密
に
検
証
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
１
次
計
画
策
定

当
時
に
比
べ
て
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
理
念
（
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
、
地
域
に
住
む
あ

ら
ゆ
る
人
が
、
ご
く
普
通
の
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
、
か
つ
差
別

さ
れ
な
い
社
会
を
つ
く
る
と
い
う

基
本
的
理
念
。）
が
社
会
福
祉
法

に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
。ま
た
、

地
域
福
祉
が
個
人
の
尊
厳
と
自
己

決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
強
く
「
地
域
で
の

生
活
」
と
「
地
域
で
の
生
活
の
質
」

が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
。
さ
ら
に
、
地
域
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
地
域
住
民
が
明
確
に
規

定
さ
れ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
が
今
後

も
地
域
福
祉
の
推
進
に
強
く
影
響

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
よ
り
、
第

２
次
計
画
の
基
本
的
な
活
動
方
針

を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

１
　
住
民
主
体
・
住
民
参
画
に
よ

る
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の

推
進

２
　
住
民
自
治
活
動
と
し
て
の
地

域
福
祉
の
推
進

３
　
共
生
の
た
め
の
福
祉
教
育
の

推
進

４
　
協
働
の
場
づ
く
り
の
た
め
の

連
絡
調
整
機
能
の
強
化

５
　
利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
供
給
体
制
の
強
化

６
　
行
政
お
よ
び
地
域
福
祉
推
進

団
体
な
ど
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
確
立

７
　
法
人
経
営
体
制
の
強
化

め
ざ
す
べ
き
地
域
社
会
像

第
１
次
計
画
で
「
め
ざ
す
べ
き

地
域
社
会
像
」
と
し
て
考
え
ら
れ

た
福
祉
の
里
づ
く
り
は
、
第
２
次

計
画
に
継
承
さ
れ
ま
し
た
。「
福

祉
の
里
」
と
は
次
の
よ
う
な
地
域

社
会
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

「
福
祉
の
里
」

①
地
域
住
民
が
お
互
い
に
お
隣
り

さ
ん
の
顔
が
見
え
る
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域

②
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
福

祉
問
題
を
、
そ
の
人
だ
け
の
問

題
に
し
な
い
で
、
み
ん
な
の
問

題
と
し
て
解
決
を
考
え
、
隣
人

と
し
て
で
き
る
助
け
合
い
が
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域

③
援
助
を
必
要
と
す
る
人
す
べ
て

が
、
い
つ
も
誰
か
が
温
か
い
眼

差
し
で
見
守
っ
て
い
て
く
れ
て

い
る
安
心
感
を
感
じ
ら
れ
る
地

域
④
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
に
で
き
る
福
祉
活
動

が
行
わ
れ
る
地
域
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
共
に
生
き
が
い
を
共
有
で

き
る
地
域

⑤
共
に
学
び
合
い
、
実
践
し
、
公

私
の
福
祉
・
介
護
・
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
豊
か
に
し
、
生
活
に
活

か
す
地
域

住
民
主
体
・
住
民
参
画
に
よ
る

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
推
進

「
住
民
主
体
・
住
民
参
画
に
よ

る
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
推

進
」
の
「
住
民
主
体
の
原
則
」
は
、

３
月
29
日
、
理
事
会
・
評
議
員
会
に
て
第
２
次
地
域
福
祉
活
動

計
画
（
以
下
「
第
２
次
計
画
」）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
次
計
画
は
、平
成
17
年
度
を
初
年
度
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
第
２
次
計
画
は
、
序
章
・
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計

画
・
資
料
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
２
次
計
画
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
不
可
欠
に
な

り
ま
す
の
で
、
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
連
載
し
ま
す
。

基 本 構 想基 本 構 想 �
住民主体・住民参画による社会福祉協議会活動の推進住民主体・住民参画による社会福祉協議会活動の推進�

基 本 構 想 �
住民主体・住民参画による社会福祉協議会活動の推進�

基本計画� 実施計画�

福祉の里づくり事業の推進強化�

社会福祉協議会経営への住民参�
画の推進�

地区別福祉活動計画の策定�

各種計画策定への住民参画の推進�

福祉の里づくり事業の推進強化�

評議員市民公募選出基準要綱の�
制定�

地区別福祉活動計画策定支援事業�

各種専門委員会ならびに計画策定�
委員会への市民委員の参画�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を�

　  

開
設
し
ま
し
た�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を�

　  

開
設
し
ま
し
た�

〜
も
っ
と
知
っ
て
宗
像
市
社
協
〜�

　
５
月
１
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
各
部
署
や
事
業
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
社
協

だ
よ
り
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

や
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
閲
覧
、
宗
像
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
Ｖ

│
ｎ
ｅ
ｔ
む
な
か
た
」
へ
簡
単

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、

http://syakyo.m
unakata.

com
/

で
す
。�

平
成
17
年
度
宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会（
社
協
）

事
業
計
画
・
予
算
決
ま
る

重
　
点
　
目
　
標

予
算
総
額
４
億
３
１
４
６
万
円

市民策定委員を募集します
福祉教育推進計画に市民の提言を！

本会では「福祉教育推進計画」を策定しま
す。計画は、子どもから高齢者まで幅広い世
代が参加できる福祉教育、地域・学校・家族
が実践できる福祉教育を目標にしています。
市民の立場から、また、地域や家族の立場

からの意見を計画に活かすため、一般公募に
よる委員を次のとおり募集します。

委員会の開催頻度
平成17年７月から平成18年３月までの間で
月１回２時間程度
１人（書類選考による）
市内に住所を有する人で福祉教育に関心の
ある人
６月20日（月）
①郵便番号②住所③名まえ④年齢⑤性別⑥
電話番号を明記したものと⑦「地域におけ
る福祉教育」をテーマにあなたの考えを
800字程度で書いたものを宗像市社会福祉
協議会「福祉教育推進計画策定委員募集担
当」（〒811・3437／宗像市久原180）へ
郵送
同協議会 （37）1300問

申
締

対
募集

日時　 時間　 場所　 集合　 出発　 受付　 内容　 講師　 対象　 料金　 定員　 持参品　 締め切り日　 申し込み　 託児
問い合わせ　 休み　 その他他休問

申締持定料対講内受出集場時日

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
昭
和
37

年
に
策
定
し
た
「
社
会
福
祉
協
議

会
基
本
要
項
」
で
、
社
会
福
祉
協

議
会
活
動
の
原
点
と
さ
れ
る
考
え

で
す
。
過
去
に
策
定
し
た
計
画
に

お
い
て
も
、
基
本
的
な
活
動
方
針

と
し
て
き
ま
し
た
。

第
２
次
計
画
で
は
、
企
画
・
立

案
の
段
階
か
ら
市
民
の
意
見
を
全

過
程
に
反
映
し
、
本
会
活
動
を
推

進
す
る
た
め
「
住
民
参
画
」
と
い

う
言
葉
が
新
た
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
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宗
像
市
・
大
島
村
の
合
併
に
よ

り
、
旧
大
島
村
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

編
入
合
併
さ
れ
、解
散
し
ま
し
た
。

合
併
に
と
も
な
い
新
た
に
社
協
の

大
島
支
所
が
設
置
さ
れ
、
本
所

（
メ
イ
ト
ム
宗
像
／
宗
像
市
久
原

１
８
０
）
に
行
か
な
く
て
も
社
協

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
島
支
所
で
、
利
用
手
続
き
が

で
き
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
鍼
灸
治
療
費
補
助
の
申
し
込
み

（
60
歳
以
上
の
社
会
保
険
加
入

者
の
み
）

●
介
護
支
援
ベ
ッ
ド
の
貸
し
出
し

●
車
い
す
の
貸
し
出
し

●
社
協
会
員
の
申
し
込
み

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
申
し
込

み
●
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
、

利
用

●
香
典
返
し
、
一
般
寄
付
、
物
品

寄
付
な
ど
の
受
付

●
大
島
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
生
き
が
い
活
動
通
所
支
援
事

業
）

●
受
診
等
送
迎
サ
ー
ビ
ス
（
軽
度

生
活
援
助
事
業
）

ま
た
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
配
置
し
、

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
訪
問
介

護
事
業

●
介
護
保
険
制
度
以
外
の
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

支
所
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た

心
の
通
い
あ
う
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

宗
像
市
大
島
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
）

宅
老
所
を
見
学
！

〜
須
恵
区
福
祉
会
の

施
設
視
察
研
修
〜

認
知
症(

痴
呆)

に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
な
じ
み
の

関
係
や
近
隣
と
の
つ
な
が
り
を
切

り
離
す
こ
と
な
く
暮
ら
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
出
発
し
た
宅
老

所
が
今
、
社
会
的
に
大
き
く
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

春
陽
き
ら
め
く
４
月
26
日
、
福

岡
市
南
区
の
第
２
宅
老
所
「
よ
り

あ
い
」(
村
瀬
孝
生
施
設
長)

に
河

東
地
区
の
須
恵
区
福
祉
会
が
施
設

見
学
に
行
き
ま
し
た
。参
加
者
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
含
め
33

人
で
し
た
。

「
よ
り
あ
い
」
は
、
民
家
を
改

良
し
た
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
宅
老

所
で
、
通
い
や
泊
ま
り
、
居
住
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
、
い
わ
ゆ
る
小
規
模
多
機
能

の
施
設
で
す
。
認
知
症
で
あ
っ
て

も
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
利
用
者
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

宗
像
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
連
絡
協
議
会

20
周
年
記
念
行
事
開
催

宗
像
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
連
絡
協
議
会
（
藤
井
千
賀
子
会

長
）
は
、
昭
和
60
年
に
発
会
し
、

今
年
で
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。現

在
協
議
会
に
所
属
す
る
グ
ル

ー
プ
は
20
団
体
で
、
今
日
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

な
ど
地
域
福
祉
の
推
進
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
行
事
は
、
各
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
人
形
劇
や
朗
読
劇
、

手
話
コ
ー
ラ
ス
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
の
催
し
を

行
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
連
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
興
味
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

７
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時

メ
イ
ト
ム
宗
像
・
多
目
的
ホ

場 日

ー
ル
な
ど

同
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
実
施
中

の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
日
」
で

は
、
毎
月
１
回
「
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
サ
ロ

ン
の
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
数

問

人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
集
ま
り
、

午
後
の
ひ
と
と
き
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
日
ご
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
様
子
や
状
況
な
ど
を

話
題
に
し
、
情
報
交
換
の
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
、
お
し
ゃ
べ

り
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
】

毎
月
１
回
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
日
」
に
開
催
（
日
に
ち
は
同
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
日
】

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

同
セ
ン
タ
ー

問 日
社
会
福
祉
法
人�

宗
像
市
久
原
１
８
０
番
地 

メ
イ
ト
ム
宗
像
内�

宗
像
市
神
湊
１
１
８
番
地
の
４ 

ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
内�

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
の
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://syakyo

.m
u
n
akata.co

m
/

玄
海
支
所�

大
島
支
所�

　
（
37
）
１
３
０
０�

　
（
34
）
６
０
０
８�

　
（
72
）
２
２
９
４�

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会�

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・
永
野
稔
幸

（
池
田
）

・
石
松
和
一
郎

（
吉
留
）

・
立
石
和
恵

（
武
丸
）

・
阿
部
敞

（
大
谷
）

・（
故
）
吉
田
恵
輔

（
村
山
田
）

・
佐
伯
紘
一

（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）
浦
川
恒
一

（
稲
元
）

・（
故
）
脇
野
茂

（
田
熊
）

・（
故
）
石
坂
ト
ミ

（
三
郎
丸
）

・（
故
）
江
藤
ト
ヨ

（
鐘
崎
）

・
力
丸
サ
ダ
子

（
田
島
）

・
安
部
恒
明

（
吉
留
）

・
坂
下
有
功

（
鐘
崎
）

・
本
田
和
徳

（
野
坂
）

・
有
田
晴
子

（
日
の
里
）

・（
故
）
水
上
清
見

（
日
の
里
）

・
山
本
孝
喜

（
三
郎
丸
）

・（
故
）
井
上
晃
（
ひ
か
り
ヶ
丘
）

・
末
永
正
子

（
三
郎
丸
）

・
小
林
澄
男

（
鐘
崎
）

・（
故
）
原
田
美
代
（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）
山
川
ま
り
え

(

日
の
里)

・（
故
）
吉
田
繁

（
大
井
）

・
厚
美
穂

（
三
郎
丸
）

・
吉
田
竜
也

（
鐘
崎
）

・
吉
田
幸
一
郎

（
日
の
里
）

・
吉
武
清
己

（
久
原
）

・（
故
）
辻
野
平

（
江
口
）

・
山
本
善
清

（
三
郎
丸
）

・
高
向
敏
治

（
上
八
）

・（
故
）
重
廣
一

（
日
の
里
）

・（
故
）
末
松
美
佐
子

（
土
穴
）

・
力
丸
睦
子

（
田
島
）

・
盛
永
清
之

（
城
西
ヶ
丘
）

・
石
田
モ
モ
エ

（
王
丸
）

・
古
江
ミ
チ
子

（
三
郎
丸
）

・
森
田
美
津
子

（
土
穴
）

・（
故
）
古
藤
末
生

（
須
恵
）

・
磯
部
俊
文

（
神
湊
）

・
丹
生
敏
明

（
北
九
州
市
）

・
森
由
美
子

（
朝
町
）

・（
故
）
白
木
孝
治

（
武
丸
）

・（
故
）
廣
田
安
喜

（
上
八
）

・（
故
）
寺
尾
憲
太
郎

（
池
田
）

・
橋
元
ス
エ
子

（
鐘
崎
）

・
木
村
和
代

（
城
西
ヶ
丘
）

・
中
西
一
子

（
三
郎
丸
）

・
大
嶋
重
則

（
三
倉
）

平
成
16
年
度旧

大
島
村
社
協
寄
付
分

・
山
口
ク
ニ
エ

（
大
島
）

・
藤
田
肇

（
大
島
）

・
豊
福
敏
博

（
大
島
）

・
末
信
タ
カ
子

（
大
島
）

・
佐
藤
一
生

（
大
島
）

・
豊
福
ク
ニ
コ

（
大
島
）

・

石
俊
彦

（
大
島
）

・
金
川
猪
走

（
大
島
）

・
遠
藤
光
子

（
大
島
）

・
吉
田
芳
美

（
大
島
）

・
高
島
タ
ク
ミ

（
大
島
）

・
沖
西
克
己

（
大
島
）

・
福
崎
タ
ケ
コ

（
大
島
）

・
辻
野
武
美

（
大
島
）

・
河
野
昇

（
大
島
）

・
佐
藤
千
里

（
大
島
）

・
目
原
イ
ソ
エ

（
大
島
）

・
船
越
君
子

（
大
島
）

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

・
宗
像
市
衛
生
組
合
連
合
会

・
税
理
士
宗
友
会

・
大
島
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
ひ
ま
わ
り
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

施設長の話を聞く参加者

もやもやも吹き飛びます

こんにちは、
社協大島支所です

福
祉
会
活
動
紹
介

施
設
長
の
講
話
を
聞
い
て

宅
老
所
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
間
的
な
出
来
事
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
聞
き
、
参
加
者
は
口
々
に
「
通

い
な
が
ら
自
然
と
仲
間
が
で
き
、

そ
こ
で
泊
ま
っ
た
り
住
む
こ
と
が

無
理
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

地
域
に
密
着
し
て
い
る
意
味
が
わ

か
り
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
実
践

を
し
て
い
ま
す
ね
」
と
感
想
を
漏

ら
し
て
い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
言

葉
や
姿
に
学
び
、
利
用
者
と
と
も

に
成
長
し
て
き
た
と
語
る
若
い
施

設
長
を
は
じ
め
、
職
員
の
方
々
の

姿
勢
に
と
て
も
好
感
を
も
っ
て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

大
島
地
区
福
祉
会
発
会

平
成
17
年
２
月
７
日
、
大
島
村

福
祉
会
（
板
矢
英
之
会
長
）
が
発

会
し
ま
し
た
。

合
併
後
は
、
名
称
を
大
島
地
区

福
祉
会
に
改
め
、
全
島
民
参
加
に

よ
る
、
き
め
の
細
か
い
小
地
域
で

の
福
祉
活
動
を
目
指
し
て
い
ま

す
。市

内
の
他
の
福
祉
会
で
は
行
っ

て
い
な
い
福
祉
祭
壇
の
貸
し
出
し

な
ど
の
葬
祭
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
地
域
に
必
要
な
福
祉

活
動
に
つ
い
て
検
討
し
、
大
島
の

地
域
特
性
を
活
か
し
た
事
業
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

宗
像
市
大
島
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
）

渡
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
徒
歩
５

分
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
和
室
・

会
議
室
・
調
理
室
（
有
料
）
が
あ

り
ま
す
。
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

は
大
島
支
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会
大

島
支
所

（
72
）
２
２
９
４

問 休 時

訂
正
と
お
詫
び

４
月
１
日
号
の
当
欄
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お

詫
び
し
ま
す
。

(

誤)

（
故
）
佐
藤
満
里
子
（
朝
野
）

(

正)

佐
藤
満
里
子
（
朝
野
）

地域福祉文庫講演会
～本の楽しさ届けたい～

子どものころから本に親しむことは、とて
も大切です。子どもの読書離れが心配されて
いる昨今、子どもに本の素晴らしさを気付か
せたい、本から得られる人生体験を味わって
欲しいと社協と地域福祉文庫では、「本の楽し
さ届けたい」をテーマに、文庫講演会を開催
します。
今回は、読書ボランティア「絵本の楽しさ

おとどけ便」所属の松尾有子さんが、楽しい
本の世界をいろいろな本やストーリーテリン
グ（素話）で紹介します。
子どもにいろいろな本を読ませたいと考え

ているお父さん、お母さん、本の大切さに触
れたい人、ゆっくり話を聞いてみませんか。
６月27日（月）午前10時30分～正午
午前10時
メイトム宗像・202会議室
松尾有子さん（「絵本の楽しさおとどけ便」
所属）
80人
無料
６月20日（月）
託児を行います（８ヵ月以上・１人400円）
同協議会　 （37）1300申

締
料
定

講
場
受
日

日時　 時間　 場所　 集合　 出発　 受付　 内容　 講師　 対象　 料金　 定員　 持参品　 締め切り日　 申し込み　 託児
問い合わせ　 休み　 その他他休問

申締持定料対講内受出集場時日

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
開
催
中

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

相
談
日
」
新
企
画

（
平
成
17
年
５
月
１
日
受
付
分
迄
）


